
学習内容

3,300円（税込）

①2025年5月30日（金）
13：00～15：00（zoom入室開始 12:45～）
（研修承認番号：25_C16C16_09_01734）

②2025年11月28日（金）
13：00～15：00（zoom入室開始 12:45～）
（研修承認番号：25_C16C16_09_01737）
※いずれもzoomウェビナー配信（ライブ配信）のみとなります。

助産師
※他医療従事者の方もお申し込みいただけます。
　但し研修修了証の発行はありません。　

■CLoCMiPレベルⅢ認証研修 （部門：マタニティケア能力  必須研修項目：授乳支援）

授乳支援 ～産後すぐからできる授乳支援～

【プロフィール】
札幌市出身。旭川医科大学研究系大学院修士課程修了。（看護学修士）大学病院の脳外科に勤務し、「生」から「死」を見つめたく、
北海道大学で助産を学ぶ。1994年に「助産院エ・ク・ボ」を開業。その人らしいお産を扱うとともに、年間400件以上の母
乳相談をうけている。小児科医院などでの母乳育児の相談業務のほか、中高生の「いのちの教育」講演活動など多数。天使
大学大学院助産研究科教授も務め、母子に寄り添う人たちへの教育活動も熱心に行う。　
4人娘の母。（一社）北海道助産師会会長、（一社）北海道産前産後ケア協会理事長

母乳栄養は母子にとって最もよい栄養方法と位置づけられ、母乳育児は世界的に推進されています。そのため、多くの出産
施設で母乳育児促進に向けた育児支援に取り組んでいます。しかし、日本の乳幼児栄養調査によると、 母乳で育てたいと
思っている母親が93.4%いるのに対して、生後1か月で母乳栄養を行っている母親は51.3% と約半数にとどまっている現
状です。
１歳まで母乳育児を継続していた母親の98%が、1か月時にすでに母乳育児が確立されていたという報告があることから、
産後 1 か月までの母乳育児支援の在り方の検討が求められます。
母乳育児は人間の自然な当為ですが、継続できない現状があります。母乳育児のスタートにいる保健医療従事者の義務と
して授乳を支援することは、未来の子ども達への支援でもあります。

※本研修は、「CLoCMiP（助産実践能力習熟段階）レベルⅢ」の認証申請に活用可能として承認された研修です。
　遅刻早退がなく受講終了後にアンケートに回答された助産師の方へ、申請に必要な研修修了証を発行します。

１）授乳・離乳支援ガイド
・授乳・離乳支援ガイド2019年版改定の概要について　　・基本的な考え方　　・改定の主なポイント

２）母乳育児成功のための10ヵ条（2018）
・母乳育児成功のための10ヵ条（2018）概要について
・母乳育児成功のための10ヵ条（2018）実践のためのポイント

３）授乳ハイリスクへの対応、乳腺炎重症化予防ケア
・乳腺炎の定義と診断　　・乳腺炎フローチャート　　・乳腺炎時の対応（授乳方法、薬物治療等）
・乳腺炎を未然に防ぐ授乳支援

■お申込方法など、詳細はこちら
下記ウェブサイト「ピジョン医療従事者向けサイト」の特設ページよりご確認ください。
https://ai.pigeon.co.jp/seminar/detail-25-takamuro.html

■セミナーに関する問合せ先
ピジョンセミナー運営事務局（PBコンベンション）　TEL：090-8514-2556

特設ページは
こちら

主催： ピジョン株式会社　病産院・自治体グループ　〒103-8480  東京都中央区日本橋久松町4-4

日　時

対　象 受講料

福岡先生

＜オンラインセミナー＞
助産師向け ピジョンセミナー2025

髙室　典子 先生
天使大学大学院助産研究科教授/助産院エ・ク・ボ院長
講　師


